
  
 

 

 
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

藤
井 

吉
彌 

昨
年
末
の
忙
し
い
総
選
挙
も
、
結
果
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
を

変
え
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
さ
そ
う
で
、
安
堵
感
と
閉
塞
感
が

交
錯
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
中
、
我
が
会
は
昨
年
も
着
実
な
活
動
を
続
け
て
参
り

ま
し
た
。 

文
化
講
演
会
は
地
元
に
永
く
お
住
ま
い
で
地
理
・歴
史
が
ご

専
門
の
相
原
正
義
氏
を
お
迎
え
し
、
「利
根
川
、
手
賀
沼
に
挟

ま
れ
た
我
孫
子
の
人
々
の
営
み
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
お
話

し
頂
き
ま
し
た
。
寛
永
七
年
（１
６
２
９
）に
始
ま
る
利
根
川
東

遷
の
壮
大
な
計
画
、
そ
の
経
過
、
東
京
湾
に
流
れ
て
い
た
利
根

川
を
流
路
変
更
し
太
平
洋
に
流
す
と
い
う
困
難
な
事
業
を
成

し
遂
げ
た
先
人
の
偉
業
が
良
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
ま
た
先

生
の
広
い
学
識
は
昭
和
２０
年
代
か
ら
東
京
の
台
所
を
支
え
た

行
商
の
お
ば
さ
ん
、
さ
ら
に
は
手
賀
沼
の
鰻
に
ま
で
お
よ
び
、

聴
衆
の
皆
さ
ん
も
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。 

第
一
小
学
校
で
は
当
会
の
作
成
し
た
杉
山
英
先
生
の
紙
芝
居

に
着
目
さ
れ
、
昨
年
の
創
立
記
念
日
に
全
校
生
徒
、
父
兄
、
卒

業
生
等
６
０
０
名
を
集
め
紙
芝
居
の
上
演
会
を
催
さ
れ
ま
し

た
。
生
徒
の
み
な
さ
ん
は
校
内
掲
示
板
で
ち
ら
っ
と
見
た
杉
山

先
生
が
こ
ん
な
に
偉
い
先
生
だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
と
感
心
し

た
よ
う
で
し
た
。 

放
談
く
ら
ぶ
で
は
「イ
ン
ド
を
旅
し
て
」、
「相
馬
霊
場
八
十
八

ヶ
所
物
語
」等
を
催
し
ま
し
た
が
、
副
会
長
の
伊
藤
さ
ん
は
「ド

イ
ツ
科
学
史
巡
礼
の
旅
」と
題
さ
れ
、
学
友
と
共
に
十
年
来
ド

イ
ツ
各
地
を
見
聞
し
、
ド
イ
ツ
の
化
学
研
究
が
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ

と
言
う
人
物
の
登
場
で
世
界
一
流
に
な
っ
て
い
っ
た
経
過
を
お

話
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
が
湯
川
博
士
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
で
科

学
研
究
の
分
野
で
一
流
の
仲
間
入
り
を
す
る
前
夜
を
伺
う
よ

う
で
し
た
。 

史
跡
文
学
散
歩
は
「
我
孫
子
に
ゆ
か
り
の
文
士
を
訪
ね
る
」

を
テ
ー
マ
に
布
川
、
千
駄
木
、
新
宿
区
中
井
の
林
芙
美
子
記
念

館
等
を
訪
ね
ま
し
た
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
も
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
特
色
を

出
し
て
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
「百
人
一
首
を
楽
し
む
会
」
で

は
歌
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
歌
を
多
面
的
に
鑑
賞
す
る
こ

と
で
新
し
い
展
開
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
「布
佐
の
歴
史

文
化
研
究
」で
は
主
宰
す
る
戸
田
さ
ん
が
会
員
と
江
戸
時
代

戸
田
氏
の
発
祥
の
地
で
あ
る
渥
美
半
島
、
大
垣
を
訪
ね
、
地
元

で
系
図
上
姻
戚
関
係
が
あ
り
そ
う
な
方
に
出
会
っ
た
よ
う
で

す
。
「建
築
探
訪
」の
会
で
は
５
月
に
有
明
の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
築
現
場
を
訪
ね
９
月
に
は
筑
波
山
麓
の
田
舎
町
真
壁
を

訪
ね
ま
し
た
。
こ
の
小
さ
な
町
に
１００
件
以
上
の
「登
録
有
形
文

化
財
」が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
「巨
木
・名
木
を
訪
ね
る

会
」
は
毎
月
１０
人
位
で
我
孫
子
市
内
の
探
索
に
出
掛
け
、
こ

れ
ま
で
１４０
本
の
巨
木
（円
周
３
ｍ
以
上
）を
特
定
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
整
理
に
入
り
、
順
次
記
録
を
発
行
予
定
で
す
。 

 

当
会
も
高
齢
化
が
進
み
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
共

に
溌
剌
と
し
た
精
神
で
あ
び
こ
の
文
化
を
堪
能
す
る
活
動
を

続
け
て
ゆ
く
所
存
で
す
。 

我
孫
子
の
文
化
を
皆
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
＆

懇
親
会
を
実
施 

 
十
月
十
二
日
（日
）我
孫
子
市
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
（
け
や
き

プ
ラ
ザ
９
階
ホ
ー
ル
）で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
が
開
催
さ
れ
、

２７
名
が
参
加
し
た
。
当
日
は
６
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
担
当
か
ら

報
告
が
あ
っ
た
。
懇
親
会
で
は
初
め
て
参
加
し
た
会
員
か
ら
の

自
己
紹
介
の
後
、
近
況
な
ど
を
述
べ
合
い
普
段
顔
を
合
わ
せ
な

い
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
た
。 

          
第
１１６
回 

史
跡
文
学
散
歩 

（報
告
） 

 
 
｢

林
芙
美
子
邸
と
上
高
田
の
寺
町
を
訪
ね
る｣ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

牧
田 

宏
恭 

 

手
賀
沼
周
辺
の
紅
葉
の
色
合
い
も
見
事
な
本
年
の
晩
秋
、

と
は
言
っ
て
も
明
日
か
ら
は
師
走
の
十
二
月
を
迎
え
る
本
日
、

十
一
月
三
〇
日
（日
）、
恒
例
の
史
跡
文
学
散
歩
の
当
日
を
迎

え
た
。 

 
 

昨
日
の
雨
模
様
と
は
一
変
、
快
晴
の
朝
を
迎
え
た
。
絶
好
の

散
歩
日
和
で
あ
る
。
集
合
場
所
の
我
孫
子
駅
に
定
刻
９
時
に

参
加
者
１８
名
（後
に
合
流
の
女
性
１
名
も
含
め
）が
集
合
。
内

訳
は
（会
員
・非
会
員
各
９
名
）で
あ
る
。 

 

本
日
も
、
当
会
の
史
跡
文
学
散
歩
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
副

会
長
の
越
岡
禮
子
氏
の
引
率
、
そ
し
て
詳
し
い
案
内
を
い
た
だ

き
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。 

 

一
同
、
高
田
馬
場
経
由
西
武
新
宿
線
の
中
井
駅
に
１０
時

１５
分
到
着
、
早
速
中
井
駅
付
近
の
「八
つ
の
坂
」に
つ
い
て
の
越

岡
氏
の
説
明
を
皮
切
り
に
、
最
初
の
訪
問
先
で
あ
る
「林
芙
美

子
（本
名
；
フ
ミ
子
？
）記
念
館
」に
向
か
っ
た
。
「四
の
坂
」を

上
が
っ
た
小
高
い
処
に
た
た
ず
む
平
屋
建
て
の
立
派
な
屋
敷
が

記
念
館
で
あ
っ
た
。 

 

折
し
も
、
庭
園 

の
も
み
じ
を
は
じ 

め
見
事
に
色
付 

い
た
木
々
が
、
前 

日
の
雨
で
殊
更
、 

鮮
や
か
な
色
合 

い
を
競
う
か
の
ご 

と
く
迎
え
て
く 

れ
た
。
記
念
館
の 

女
性
ス
タ
ッ
フ
の 

詳
し
い
説
明
を
受 

け
、
約
一
時
間
余 

り
滞
在
、
林
芙
美 

子
の
生
涯
の
一
端 

を
知
る
こ
と
が
出 

来
た
と
思
う
。
林 

芙
美
子
は
苦
境
の 
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あ
び
こ
の
文
化 

 

 
発行人 
藤井 吉彌 
我孫子市寿 
２－２１－２３ 
０４（７１８５） 
   １９９６ 

 

新
年
会
の
お
知
ら
せ 

 

初
め
て
の
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

 

日
時 

１
月
１１
日
（
日
）
１７
時
〜 

 

場
所 

は
な
膳 

我
孫
子
北
口
駅
前
店 

電
話 

七
一
七
九-

〇
〇
一
〇 

 

会
費 

２
５
０
０
円 

 

問
い
合
わ
せ
＆
申
し
込
み 

越
岡 

（七
一
八
四-

二
〇
四
七
）ま
で 

 



時
期
を
必
死
に
、
作
家
の
道
一
筋
に
乗
り
越
え
、
作
品
の
評
判

が
極
め
て
良
く
、
発
行
部
数
も
う
な
ぎ
昇
り
に
増
加
。
そ
の
結

果
、
生
活
も
安
定
し
、
こ
の
地
に
自
分
の
強
い
思
い
入
れ
を
込

め
、
使
い
勝
手
を
重
視
し
た
立
派
な
家
を
建
て
た
。
亡
く
な
る

ま
で
の
十
年
間
も
こ
の
家
で
作
品
を
書
き
続
け
、
極
め
て
多
忙

な
る
日
々
を
送
る
中
、
４７
歳
と
い
う
短
か
っ
た
人
生
を
急
病

で
締
め
く
く
っ
た
。 

 

林
芙
美
子
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
波
乱
と
も
い
え

る
変
動
の
大
き
な
人
生
は
、
「放
浪
記
（
自
伝
に
基
づ
く
）
」
に

代
表
さ
れ
る
数
々
の
名
作
を
生
み
だ
し
た
女
流
作
家
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
谷
崎
順
一
郎
初
め
友
人
も
多
か
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
記
念
館
と
な
っ
て
い
る
こ
の
家
は
、
建
坪
規
制
を
考
慮

に
い
れ
、
ご
主
人
の
ア
ト
リ
エ
や
自
分
の
書
斎
・客
人
を
迎
え
る

部
屋
な
ど
、
名
義
を
使
い
分
け
、
間
取
り
も
随
所
に
工
夫
が

施
さ
れ
て
い
る
。 

 

次
に
訪
れ
た
の
が
、
「八
の
坂
」
を
登
り
つ
め
た
と
こ
ろ
に
位

置
す
る
「
中
井
御
霊
神
社
」
、
時
刻
は
ジ
ャ
ス
ト
１２
時
着
。
創

建
時
期
は
不
詳
で
あ
る
が
、
祭
神
は
仁
徳
応
神
天
皇
な
ど
四

柱
？
と
の
こ
と
ら
し
い
。 

江
戸
時
代
こ
の
地
域
の
落
合
村
の
鎮
守
と
さ
れ
て
い
た
こ
の

神
社
境
内
に
は
「カ
ヤ
の
木
」、
「ク
ス
の
木
」「ク
ロ
マ
ツ
」な
ど
巨

木
に
近
い
大
き
な
新
宿
区
の
保
存
木
も
あ
る
。
私
は
日
頃
、
こ

の
会
の
「
巨
木
探
訪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
参
加
し
て
お
り
、

木
々
は
特
に
眼
に
入
る
し
、
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
自
然
に

見
つ
め
て
し
ま
う
。
境
内
に
は
「か
り
ん
の
木
」も
あ
り
黄
色
の

み
ご
と
な
実
を
つ
け
て
い
た
。 

こ
の
社
に
は
、
貴
重
な
文
化
財
が
あ
る
と
の
こ
と
（
拝
観
は

出
来
な
か
っ
た
が
）
。
「
分
木
」
（正
月
に
催
さ
れ
る
備
射
祭
に

使
わ
れ
る
的
を
描
く
た
め
の
コ
ン
パ
ス
）、｢

絵
馬｣

、
「雨
乞
い
の

む
し
ろ
旗
」が
納
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
境
内
で
全

員
持
参
し
た
昼
食
を
と
り
、
１２
時
３０
分
に
出
発
。 

次
に
向
か
っ
た
の
は
浄
土
真
宗
・大
谷
派
「願
正
寺
」。
此
処

に
は
、
１
８
６
０
年
（万
延
元
年
）外
国
奉
行
に
抜
擢
さ
れ
、
日

米
修
好
通
商
条
約
批
准
書
交
換
の
正
使
と
し
て
ア
メ
リ
カ
を

訪
問
、
遣
米
大
使
の
大
任
を
果
た
し
た
「新
見
豊
前
守
正
興
」

の
墓
が
あ
り
、
後
に
モ
ー
リ
ス
・ア
メ
リ
カ
大
使
も
こ
の
墓
に
訪

れ
た
の
こ
と
。 

余
談
だ
が
、
幕
末
頃
に
欧
米
の
日
本
への
接
触
（ペ
リ
ー
の
来

航
等
に
始
ま
る
開
国
要
求
）への
軍
事
上
の
不
安
感
対
策
と
し

て
東
京
湾
に
海
岸
防
備
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
「お
台
場
」に

は
そ
の
基
礎
を
築
く
た
め
に
、
我
孫
子
地
区
の
「根
戸
の
松
」が

多
数
使
用
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

な
お
こ
の
「願
正
寺
」を
初
め
、
こ
の
地
域
に
建
立
さ
れ
て
い

る
寺
院
の
殆
ど
は
、
お
墓
と
と
も
に
、
ま
た
は
墓
の
み
が
、
明

治
末
期
（明
治
四
十
年
代
頃
）以
降
、
当
時
の
東
京
市
都
市
計

画
な
ど
に
よ
り
、
四
谷
・牛
込
・中
央
区
等
々
か
ら
こ
の
地
に
、

引
っ
越
し
て
寺
町
を
形
成
し
た
と
の
越
岡
リ
ー
ダ
ー
の
説
明

が
あ
っ
た
。 

続
い
て
、
１３
時
１０
分
に
次
の
訪
問
先
の
「宝
泉
寺
」に
到
着
。

曹
洞
宗
の
寺
で
あ
る
。
こ
の
境
内
で
は
、
「板
倉
内
膳
正
重
昌
」

の
墓
を
訪
ね
た
。
墓
石
は
高
さ
が
３
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
五
輪
塔

で
、
重
昌
は
、
３
代
将
軍
家
光
公
の
時
代
に
起
こ
っ
た
一
揆
、

す
な
わ
ち
「島
原
の
乱
」に
て
、
幕
府
の
命
に
よ
り
一
揆
勢
の
鎮

圧
に
当
た
る
が
、
結
局
、
責
務
を
果
た
さ
な
い
ま
ま
戦
死
し
た
。

墓
石
に
あ
る
命
日
は
「
寛
永
十
五
年
元
旦
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
。 次

に
、
曹
洞
宗
「万
昌
院
功
運
寺
」に
１３
時
２０
分
に
到
着
。

こ
の
寺
は
「今
川
義
元
」の
三
男
「長
得
」が
没
落
し
僧
侶
と
な

り
、
１
５
７
４
年
（天
正
二
年
）開
基
さ
れ
た
「万
昌
院
」と
１
５

９
３
年
（慶
長
三
年
）、
徳
川
３
代
に
仕
え
た
永
井
信
濃
守
尚

政
に
よ
り
創
建
さ
れ
た｢

功
運
寺｣

が
、
と
も
に
大
正
初
期
、
こ

の
地
に
移
っ
た
後
、
近
年
合
併
し
た
と
の
こ
と
。
こ
の
境
内
に
あ

る
墓
地
に
は
、
歴
史
上
の
有
名
人
物
が
眠
っ
て
い
る
。
代
表
的

な
人
物
は
「吉
良
上
野
介
義
央
」、
そ
し
て
吉
良
家
代
々
の
墓

石
も
あ
っ
た
。
「吉
良
上
野
介
義
央
」が
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入

り
に
よ
り
死
去
後
、
そ
の
首
が
「万
昌
院
」に
届
け
ら
れ
、
そ
の

首
と
胴
体
を
つ
な
ぐ
手
術
を
し
た
幕
府
お
抱
え
の
南
蛮
外
科

医
の
「栗
崎
道
有
」の
墓
も
あ
る
。
ま
た
、
浮
世
絵
師
の
「歌
川

豊
国
」の
墓
、
そ
し
て
旗
本
の
不
平
分
子
・旗
本
奴
の
水
野
十

郎
左
衛
門
の
墓
も
あ
り
、
水
野
の
幡
随
院
長
兵
衛
と
の
争
い

等
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。 

そ
の
ほ
か
、
剣
士
で
直
心
陰
流
開
祖
「長
沼
国
郷
」、
今
日
最

初
に
訪
問
し
た
「林
芙
美
子
」の
墓
も
あ
る
。
な
お
、
境
内
に

「こ
ぶ
し
」と
「ト
チ
ノ
木
」が
仲
良
く
根
を
巻
き
つ
け
て
、
並
ん

で
立
っ
て
い
る
珍
木
が
あ
っ
た
。 

続
い
て
、
臨
済
宗
「龍
興
寺
」を
た
ず
ね
た
。
時
刻
も
１４
時

１５
分
を
廻
っ
た
こ
の｢

龍
興
寺｣

に
は
、
徳
川
５
代
将
軍
「
綱

吉
」の
寵
愛
を
受
け
、
幕
府
御
用
人
の
身
分
か
ら
極
め
て
異
例

な
る
大
出
世
を
遂
げ
大
老
格
ま
で
登
り
つ
め
、
幕
政
を
仕
切
っ

た
と
い
わ
れ
る
「柳
沢
吉
保
」の
側
室
「染
子
」の
唐
破
風
型
墓

が
あ
る
。｢

染
子｣

は
後
に
２
代
目
藩
主
で
名
君
と
呼
ば
れ
る

「吉
里
」を
産
ん
だ
。
ま
た
「染
子
」の
兄
弟
の
う
ち
四
女
は
、
信

濃
の
「善
光
寺
」の
上
人
に
な
っ
た
人
だ
そ
う
だ
。 

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
浄
土
真
宗
・大
谷
派
の
「高
徳
寺
」で

あ
る
。
こ
こ
に
は
、
著
名
な
る
儒
学
者
「新
井
白
石
」の
墓
が
あ

る
。
白
石
（１
６
５
７
年
（明
暦
三
年
）～
１
７
２
５
年
（享
保
十

年
））は
、
３０
歳
こ
ろ
「木
下
順
庵
」の
門
下
と
な
り
、
「順
庵
」

の
推
挙
に
よ
り
「徳
川
綱
豊
：後
の
家
宣
」の
学
問
相
手
と
な
り
、

１
７
０
１
年
（元
禄
十
四
年
）に
は
、
過
去
８０
年
に
遡
り
大
名

３
３
７
家
の
家
系
図
「藩
瀚
譜
：は
ん
か
ん
ふ
」を
ま
と
め
た
。

「綱
豊
」が
第
６
代
将
軍
「家
宣
」と
な
り
「白
石
」な
ど
を
重
用

し
「正
徳
の
治
」と
い
わ
れ
る
善
政
を
行
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
る
。 

本
日
の
「歴
史
文
学
散
歩
」も
終
盤
に
近
付
き
、
次
の
訪
問

先
で
あ
る
、
浄
土
真
宗
・大
谷
派
の
「源
通
寺
」に
１４
時
２５
分

過
ぎ
に
到
着
。
こ
こ
に
は
、
歌
舞
伎
狂
言
作
者
河
竹
黙
阿
弥

（１
８
１
６
年
（文
化
三
年
）～
１
８
９
３
年
（明
治
二
十
六
年
））

の
墓
所
が
あ
る
。
「黙
阿
弥
」は
幕
末
か
ら
明
治
に
世
話
物
や

白
浪
物
の
名
作
を
発
表
、
代
表
作
「白
浪
五
人
男
」を
は
じ
め

生
涯
に
３
６
０
編
の
作
品
を
残
し
た
。 

続
い
て
並
び
の
曹
洞
宗
・青
源
時
門
前
を
通
過
し
、
最
終
訪

問
先
の
近
く
の
浄
土
真
宗
・
本
願
寺
派
「
正
見
寺
」
に
１４
時

４０
分
に
到
着
し
た
。
江
戸
３
美
人
の
一
人
と
言
わ
れ
て
い
る

笠
森
お
仙
（１
７
５
２
年
（宝
暦
二
十
五
年
）～
１
８
２
７
年
（大

正
十
五
年
））の
墓
が
あ
る
。
「お
仙
」は
谷
中
の｢

笠
森
稲
荷｣

前
の
水
茶
屋
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
看
板
娘
と
し
て
、
そ
の
美

し
さ
か
ら
、
「大
田
蜀
山
人
」の
「一
話
一
言
」に
記
さ
れ
、
ま

た
、
浮
世
絵
師
の
「鈴
木
春
信
」が
「お
仙
」を
モ
デ
ル
に
絵
を

描
く
な
ど
、
も
て
は
や
さ
れ
た
。
「お
仙
」は
、
徳
川
家
に
仕
え
、

８
代
将
軍
「徳
川
吉
宗
」
に
随
伴
、
江
戸
城
お
庭
番
「お
庭
者

支
配
百
俵
七
人
扶
持
」と
い
う
役
職
に
就
い
た
倉
地
政
之
助
の

妻
と
な
っ
た
人
物
と
の
こ
と
で
あ
る
。
墓
石
に
「
政
之
助
」
と

「お
仙
」が
並
ん
で
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

さ
て
、
本
日
の
「我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
」の
史
跡
文
学

                           我孫子の文化を守る会                                ２ 



散
歩
の
行
事
は
、
こ
こ
で
、
越
岡
リ
ー
ダ
ー
の
挨
拶
を
も
ち
ま

し
て
終
了
、
現
地
解
散
し
た
。
時
刻
は
１５
時
１０
分
前
で
あ
っ

た
。 中

途
で
怪
し
げ
な
天
気
に
な
り
、
心
配
を
し
た
も
の
の
無
事

終
了
。
訪
問
先
ご
と
、
詳
し
い
説
明
を
い
た
だ
い
た
越
岡
氏
に

深
く
感
謝
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
報
告
文
作
成
に
当
た
り
、
本

日
配
布
さ
れ
た
レ
ジ
ュ
メ
に
依
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
。
改
め

て
御
礼
し
た
い
。
（写
真
は
「林
芙
美
子
記
念
館
」の
庭
園
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
） 

関
東
建
築
探
訪
（第
２４
回
） 

「
有
形
文
化
財
住
宅
の
宝
庫
真
壁
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井 

吉
彌 

  

秋
の
陽
を
一
杯
に
浴
び
、
９
月
２６
日
筑
波
山
の
麓
、
桜
川

市
真
壁
を
７
人
の
仲
間
で
訪
ね
た
。
桜
川
市
は
公
共
の
電
車
、

バ
ス
が
無
い
珍
し
い
市
で
あ
る
。
田
園
風
景
の
続
く
市
内
か
ら

真
壁
町
へ入
る
と
、
木
造
の
町
家
が
軒
を
連
ね
る
瀟
洒
な
地
域

が
現
れ
る
。
こ
の
１
ｋ
㎡
に
満
た
な
い
地
域
に
１００
件
余
の
有
形

文
化
財
住
宅
が
あ
り
、
こ
れ
は
日
本
一
の
密
度
で
あ
る
。
有
形

文
化
財
住
宅
と
は
文
化
庁
が
将
来
残
す
べ
き
と
判
断
し
、
台

帳
に
登
録
し
た
住
宅
を
指
し
、
「登
録
有
形
文
化
財
」と
称
さ

れ
る
。 

 

真
壁
は
古
く
か
ら
有
力
藩
主
が
治
め
て
い
た
が
、
江
戸
時
代

に
入
り
、
真
壁
城
と
そ
の
城
下
町
が
整
備
さ
れ
、
当
時
の
絵
図

に
あ
る
道
路
が
現
在
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
１
６
０
０
年
代
に
入
る
と
県
北
を
支
配
下
に
置

い
て
い
た
佐
竹
氏
が
秋
田
に
転
封
と
な
り
、
浅
野
長
政
が
藩
主

と
な
っ
た
。
以
後
の
藩
主
も
町
の
経
済
的
発
展
に
尽
く
し
、
県

北
で
は
有
数
の
木
綿
の
集
散
地
と
な
り
、
製
糸
業
も
興
っ
た
。

又
筑
波
山
麓
の
石
材
も
町
の
振
興
に
寄
与
し
た
。 

 

江
戸
時
代
は
笠
間
藩
の
配
下
に
あ
り
陣
屋
が
お
か
れ
て
い
た

が
、
町
全
体
が
綿
花
の
商
い
で
潤
い
、
豊
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ

の
面
影
を
町
の
随
所
に
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
３
軒
の
住
宅
を

見
て
み
る
。 

① 

潮
田
家 

 

江
戸
末
期
に
呉
服
、
荒
物
、
雑
貨
商
を
幅

広
く
営
み
、
関
東
の
三
越
と
呼
ば
れ
た
。
道
路
に
面
し

た
家
の
前
に
柱
を
設

け
、
広
い
庇
の
下
を

「見
世
」呼
ぶ
「商
い
の

場
」
と
す
る
構
造
の

典
型
例
。
真
壁
最
大

の
見
世
蔵
造
り
。
（写

真
右
） 

② 

猪
瀬
家 

 

同
家
は

佐
竹
氏
の
家
臣
で
明

治
期
か
ら
昭
和
に
か

け
に
２
代
に
わ
た
り

町
長
等
を
務
め
た
名

家
の
住
宅
。
（
写
真

中
） 

正
門
で
あ
る
薬
医
門

は
他
に
類
を
見
な
い
精

巧
な
彫
刻
が
施
さ
れ
、

町
並
み
を
代
表
す
る

景
観
で
あ
る
。 

③ 

中
村
家 

 

典
型
的

な
見
世
蔵
。
当
家
は

江
戸
末
期
に
木
綿
商

か
ら
米
問
屋
に
変
わ

っ
た
が
、
そ
の
時
代
の

建
築
。
（写
真
左
） 

真
壁
の
登
録
文
化
財
住

宅
は
今
で
も
当
地
の
豊
か

さ
が
感
じ
ら
れ
る
立
派
な

文
化
財
で
あ
る
こ
と
が
現

物
を
見
て
分
っ
た
。 

 
 

真
壁
の
町
並
み
は
平
成

２２
年
に
文
化
庁
よ
り
重
要

伝
統
的
建
築
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
多

く
の
有
形
文
化
財
住
宅
が

被
害
を
受
け
、
こ
の
２
年
近

く
の
間
、
一
般
公
開
で
き
な

い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
保
存
地
区
選
定
で
文
化
庁
か
ら
の
手
厚

い
補
助
金
が
出
た
た
め
、
被
害
の
割
に
は
比
較
的
早
く
復
旧
で

き
た
と
の
話
で
あ
っ
た
。
我
々
が
見
学
し
た
時
も
ま
だ
復
旧
工

事
中
の
建
物
が
散
見
さ
れ
た
。
ま
た
復
旧
工
事
は
昔
の
工
法

で
や
る
の
で
、
職
人
の
確
保
が
難
し
い
と
聞
い
た
。 

 

我
孫
子
か
ら
比
較
的
近
い
所
に
素
晴
ら
し
い
町
並
み
が
あ
る

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ひ
な
祭
り
の
時
に
是
非
お
出
か
け
下

さ
い
。  

 
 

 

 

 

関
東
建
築
探
訪
（第
２５
回
） 

 

「日
本
の
中
枢
―
国
会
議
事
堂
・最
高
裁
判
所
・

国
立
劇
場
を
訪
ね
る
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
井 

吉
彌 

  

こ
の
と
こ
ろ
衆
議
院
の
選
挙
に
絡
み
、
国
会
が
何
か
と
話
題

に
な
る
が
、
１１
月
１７
日
に
国
会
も
含
め
日
本
の
中
枢
を
司
る

建
物
を
、
秋
真
っ
只
中
の
陽
を
浴
び
な
が
ら
巡
っ
た
。 

 

始
め
に
憲
政
記
念
館
を
訪
ね
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
政
治

家
の
特
別
展
を
拝
見
。
大
隈
重
信
の
義
足
、
福
沢
諭
吉
の
掛
け

軸
、
憲
法
発
布
の
錦
絵
等
様
々
な
実
物
資
料
が
あ
り
、
大
変

興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
。 

 

国
会
議
事
堂
は
初
め
て
入
っ
た
が
、
計
画
か
ら
２０
年
後
に
竣

工
し
た
我
が
国
の
一
大
事
業
だ
け
に
、
随
所
に
感
心
さ
せ
ら

れ
た
。
世
界
各
所
か
ら
取
り
寄
せ
た
大
理
石
の
素
晴
ら
し
さ

は
世
界
に
誇
れ
る
も
の
だ
。
又
天
皇
の
玉
座
始
め
各
所
に
あ
る

木
工
事
の
精
度
の
高
さ
も
同
様
だ
。
構
造
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
、

躯
体
は
鉄
骨
・鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
た
こ
と
も
地
震
国
日

本
の
最
重
要
建
造
物
を
造
る
に
あ
た
り
、
当
時
の
最
高
の
技

術
力
を
発
揮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

次
に
隣
の
国
会
図
書
館
に
行
く
。
前
川
国
男
が
コ
ン
ペ
で
当

選
し
設
計
し
た
建
物
。
打
ち
放
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
外
壁
打
ち

込
み
タ
イ
ル
、
壁
は
つ
り
仕
上
げ
等
、
随
所
に
前
川
流
の
仕
上

げ
が
施
さ
れ
て
い
た
。 

 

引
き
続
き
最
高
裁
判
所
へ向
か
う
。
国
の
憲
法
の
番
人
に
相

応
し
い
、
巨
大
な
大
理
石
に
よ
る
外
装
が
建
物
の
役
割
を
象

徴
し
て
い
る
。
正
面
玄
関
か
ら
入
る
と
天
井
の
高
い
長
い
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
が
あ
り
、
左
右
に
由
緒
あ
る
彫
刻
が
据
え
ら
れ
て
い
て
、

  

３                              我孫子の文化を守る会                              



大
法
廷
へ
入

る
心
構
え

を
質
す
構

成
を
感
じ

る
。
大
法
廷

は
大
広
間

で
、
天
井
は

ド
ー
ム
状
に

な
っ
て
お
り

中
心
部
か

ら
太
陽
光

が
入
る
設

計
と
な
っ
て

い
る
。
全
体

に
国
権
の
番

人
に
相
応

し
い
造
形
を

感
じ
た
。 

 

最
後
は
国

立
劇
場
。
皇
居
前
の
内
濠
通
り
に
面
し
、
堂
々
の
佇
ま
い
で
建

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
奈
良
東
大
寺
正
倉
院
の
造
形
を
現
代
の
劇

場
に
全
面
的
に
取
り
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
歌
舞
伎
。
文
楽
等

を
上
演
す
る
劇
場
と
し
て
存
在
感
を
示
し
て
い
た
。 

最
高
裁
、
国
立
劇
場
が
コ
ン
ペ
で
建
設
会
社
の
設
計
者
が
選

ば
れ
た
こ
と
は
日
本
の
造
形
の
新
潮
流
を
示
し
て
い
る
。 

 

次
回 

建
築
探
訪
（第
２６
回
）案
内 

 
 

 

住
宅
の
プ
レ
フ
ァ
ブ
工
場
探
訪 

  

日
時 

１
月
１８
日
（日
） 

我
孫
子
駅
（７
時
５０
分
）集
合
→

我
孫
子
→
柏
→
お
お
た
か
の
森
→
積
水
ハ
ウ
ス
シ
ョ
ー
ル
ー
ム 

→
セ
キ
ス
イ
工
場
→
見
学
終
了
→
お
お
た
か
の
森
（
１７
時
３０

分
）  

 
 

 
 

 

場
所 

積
水
ハ
ウ
ス
古
河
「住
ま
い
の
夢
工
場
」 

 

内
容 

プ
レ
フ
ァ
ブ
の
構
造
、
住
宅
の
設
備
（照
明
、
冷
暖
房
、

断
熱
、IT

） 

地
震
対
策
）等 

 

申
し
込
み 

 

藤
井
ま
で
（〇
四─

七
一
八
五─

一
九
六
六
） 

 

我
孫
子
市
の
巨
木
・名
木
を
訪
ね
る
会
（第
２-

１
回
調 

査

報
告
） 

佐
々
木 

侑  

１１
月
２０
日
（木
）、
冬
期
入
り
の
寒
さ
を
実
感
す
る
中
、
巨

木
・
名
木
の
第
２-

１
回
調
査
を
実
施
し
た
。
定
例
日
は
先
週

１２
日
（水
）で
あ
っ
た
が
雨
に
見
舞
わ
れ
中
止
と
な
り
、
一
週

遅
れ
の
こ
の
日
は
男
性
の
み
９
人
で
の
調
査
と
な
っ
た
。
今
回
２

年
目
で
の
調
査
は
、
前
年
の
７
月
・８
月
の
猛
暑
の
中
実
施
し
た

調
査
樹
木
の
再
確
認
と
新
規
巨
木
・名
木
の
発
見
探
索
で
あ

る
。
従
っ
て
、
巨
木
・名
木
の
所
在
す
る
神
社
仏
閣
の
由
縁
等

に
つ
い
て
は
、
簡
略
記
載
と
し
、
調
査
し
た
巨
木
（参
考
樹
木
も

同
）に
は
連
番
を
付
す
。
（原
則
的
に
個
人
所
有
地
の
樹
木
に

つ
い
て
は
同
意
の
な
い
限
り
未
調
査
と
す
る
） 

 

当
日
の
調
査
行
程
： 

北
柏
駅
出
発

9:00

→
北
星
神
社
→
東
陽
寺
→
旧
富
勢
村
社

→
妙
蓮
寺
→
根
戸
個
人
邸
→
根
戸
の
森
→
久
寺
家
個
人
邸

→
鷲
神
社
下
博
報
堂
駐
車
場
→
鷲
神
社
→
宝
蔵
寺
→
食
事

夢
庵12:30

→
解
散13:30 

 
【行
動
時
間
：3

時
間30

分
、
歩
行
数
：11,000

歩
、
調
査
樹
木

本
数
：13
本
、
巨
木
本
数
：7

本
】 

 

北
星
神
社 

台
田4-11 

相
馬
氏
所
領
時
代
、
根
戸
城
主
が
妙
見
菩
薩
を
勧
請
奉
祀
し

た
と
の
由
緒
の
書
か
れ
た
文
政
七
年
（１
８
２
４
）の
古
文
書
資

料
が
残
る
神
社
で
あ
る
。
明
治
九
年
（１
８
７
６
）に
妙
見
社
を

改
め
北
星
神
社
と
し
た
。 

巨
木001

、
ス
ダ
ジ
イ
（樹
高15.9
ｍ
・幹
周345

㎝
） 

参
考
樹
木001

、
北
星
神
社
の
カ
ヤ
ノ
キ
（樹
高15.4

ｍ
・幹
周

214

㎝
） 

 

東
陽
寺 

根
戸351 

巨
木002

、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
（樹
高17.6

ｍ
・幹
周221
㎝
）巨
木

判
定 

 

旧
富
勢
村
社
・
跡
地
（
東
陽
寺
管
理
地
、
通
称
「
シ
ョ
ウ
ズ
カ

婆
」） 

「シ
ョ
ウ
ズ
カ
の
婆
さ
ん
」と
は
脱
衣
婆(

だ
つ
え
ば)

と
も
い
い
、

地
獄
の
入
口
・三
途
の
川
の
岸
辺
で
亡
者
の
衣
服
を
は
ぎ
取
り
、

衣
領
樹(

え
り
ょ
う
じ
ゅ)

と
い
う
木
の
上
に
い
る
懸
衣
翁
（け
ん

え
お
う
）に
渡
す
鬼
婆
。
懸
衣
翁
（け
ん
え
お
う
）は
、
奪
衣
婆

と
共
に
十
王
（地
獄
に
お
い
て
亡
者
の
審
判
を
行
う10

尊
）の

配
下
で
、
奪
衣
婆
が
亡
者
か
ら
剥
ぎ
取
っ
た
衣
類
を
衣
領
樹
の

枝
に
か
け
、
そ
の
枝
の
垂
れ
具
合
で
亡
者
の
生
前
の
罪
の
重
さ

を
計
る
翁
と
い
わ
れ
る
。
死
後
こ
の
奪
衣
婆
に
御
目
こ
ぼ
し
を

頂
こ
う
と
生
前
に
オ
モ
テ
ナ
シ
を
す
る
信
仰
が
「シ
ョ
ウ
ズ
カ

婆
」信
仰
で
あ
る
。 

巨
木003

、
ス
ダ
ジ
イ
（樹
高16.7

ｍ
・幹
周378

㎝
） 

 

妙
蓮
寺 

根
戸1778 

巨
木004

、
ケ
ヤ
キ
（樹
高16.1

ｍ
・幹
周313

㎝
） 

参
考
樹
木002

、
妙
蓮
寺
の
ム
ク
ロ
ジ
（樹
高25.0

ｍ
・幹
周220

㎝
）名
木
判
定 

 

個
人
邸 

（根
戸569

鈴
木
邸
） 

参
考
樹
木003

、
カ
キ
の
木
（樹
高14.5

㎝
・幹
周243

㎝
） 

 

個
人
邸 

（久
寺
家
・森
邸
） 

巨
木005

、
ウ
メ
の
木
（樹
高15.8

ｍ
・幹
周206

㎝
）巨
木
判
定 

 

個
人
邸 

（久
寺
家333

日
暮
正
昭
邸
） 

巨
木006

、
ケ
ヤ
キ
（樹
高25.0

ｍ
・幹
周340

㎝
） 

参
考
樹
木004

、
日
暮
さ
ん
の
ヒ
ヨ
ク
ヒ
バ
（樹
高13.2

ｍ
・幹
周

270

㎝
）名
木
判
定 

 

鷲
神
社
境
内 

久
寺
家362 

祭
神
は
日
本
武
尊
。
万
延
二
年
（1861

）現
台
地
に
再
建
さ
れ

た
。
神
社
境
内
に
シ
ラ
カ
シ
・ク
ス
ノ
キ
・ス
ダ
ジ
イ
等
の
鎮
守
の

杜
が
あ
り
東
斜
面
に
は
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
が
あ
る
が
巨
木
は
な
い
。 

 

博
報
堂
駐
車
場
（鷲
神
社
北
崖
下
） 

巨
木007

、
駐
車
場
の
ネ
ム
ノ
キ
（樹
高14.8

ｍ
・幹
周334

㎝

＝3

株
立122

＋125

＋087

）巨
木
判
定 

 

  

                     我孫子の文化を守る会                                 ４ 



宝
蔵
寺 

久
寺
家401 

真
言
宗
豊
山
派
・明
王
山
宝
蔵
寺
、
本
尊
は
延
命
地
蔵
、
開
山
、

開
祖
不
詳
。 

元
和
三
年
（１
６
１
７
）創
建
。
戦
国
期
の
久
寺
家
城
二
の
郭
跡

地
で
周
辺
に
は
土
塁
の
痕
跡
が
あ
る
。 

参
考
樹
木

005
、
（
市
指
定
保
存
樹
木
）
宝
蔵
寺
の
イ
チ
ョ
ウ

〈雌
〉（樹
高18.2
・幹
周250

㎝
） 

参
考
樹
木006

、
宝
蔵
寺
の
ザ
ク
ロ
の
木
（樹
高5.0

ｍ
）名
木
判

定 

天
気
予
報
で
は
午
後
２
時
か
ら
雨
の
予
報
で
、
夢
庵
で
の
昼

食
時
ま
で
は
雨
に
降
ら
れ
ず
に
調
査
が
出
来
た
が
、
１
時
半

過
ぎ
か
ら
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
予
報
通
り
雨
と
な
り
、
解
散
。 

 

我
孫
子
市
の
巨
木
・名
木
を
訪
ね
る
会
（第
２-

２
回
調
査

報
告
） 

佐
々
木 

侑 
 

１２
月
１０
日
（
水
）
、
二
十
四
節
気
で
言
う
と
こ
ろ
の
大
雪
が

過
ぎ
「
暦
の
上
で
は
北
風
が
吹
き
平
地
に
も
雪
が
降
る
こ
ろ
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
は
穏
や
か
な
一
日
と
な
り
そ
う
で
あ

る
が
寒
気
は
厳
し
い
朝
、
我
孫
子
駅
改
札
口
前
に
８
時
４５
分

に
集
合
し
、
総
勢
８
名
に
よ
る
第
２
回
調
査
を
実
施
し
た
。 

今
回
２
年
目
で
の
調
査
は
、
前
年
の
９
月
・
１０
月
に
実
施
し

た
調
査
樹
木
の
再
確
認
と
新
規
巨
木
・
名
木
の
発
見
探
索
で

あ
る
。
従
っ
て
、
巨
木
・
名
木
の
所
在
す
る
神
社
仏
閣
の
由
縁

等
に
つ
い
て
は
、
簡
略
記
載
と
し
、
調
査
し
た
巨
木
（参
考
樹
木

も
同
）に
は
連
番
を
付
す
。
（原
則
的
に
個
人
所
有
地
の
樹
木

に
つ
い
て
は
同
意
の
な
い
限
り
未
調
査
と
す
る
） 

 

当
日
の
調
査
行
程
： 

我
孫
子
駅

8:45

→
八
坂
神
社
→
個
人
駐
車
場
→
香
取
神
社

→
手
賀
沼
公
園
→
ハ
ケ
の
道
→
船
戸
の
森
→
個
人
邸
→
第
四

小
学
校
→
白
山
馬
頭
観
音
堂
→
興
陽
寺
→
我
孫
子
駅
南
口

12:30

（食
事
処
）→
解
散13:30 

【行
動
時
間3

時
間30

分
、
歩
行
数
約10,000

歩
、
調
査
樹

木
本
数
：15

本
、
巨
木
本
数
：8

本
（008

～015

）、
参
考
樹
木
：

7

本
（007

～013

）】 

 

八
坂
神
社 

我
孫
子
市
白
山
１-

１ 

巨
木008

、
八
坂
神
社
の
イ
チ
ョ
ウ
（樹
高9.75m

・幹
周299

㎝
）巨
木
判
定 

参
考
樹
木

007

、
八
坂
神
社
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
（樹
高

13.80m

・

幹
周167

㎝
） 

 

鈴
木
邸
駐
車
場 

我
孫
子
市
緑
１
：個
人
所
有
樹
木 

巨
木

009

、
鈴
木
家
の
ス
ダ
ジ
イ
（樹
高

12.00m

・幹
周

350

㎝
・樹
勢
旺
盛
） 

他
に
幹
周280

㎝
の
ス
ダ
ジ
イ1

本
あ
り
。 

 

香
取
神
社 

我
孫
子
市
緑
１-

６ 

我
孫
子
地
区
の
村
社
と
し
て
尊
崇
さ
れ
、
境
内
地
は
も
と

手
賀
沼
の
入
江
を
臨
む
台
地
で
あ
っ
た
が
、
周
辺
地
域
は
都
市

開
発
や
市
街
化
の
進
行
が
激
し
く
、
鎮
守
の
森
は
な
く
殺
風

景
で
あ
る
。 

大
正
１２
年
に
ケ
ヤ
キ
５０
本
を
植
栽
し
た
そ
う
だ
が
、
現

在
は
数
本
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
、
し
か
も
枝
を
切
落
さ
れ
た

り
頂
上
を
伐
採
さ
れ
た
り
し
て
お
り
丁
寧
な
保
存
が
望
ま
れ

る
。 境

内
の
大
木
は
（ケ
ヤ
キ
６
本
、
ス
ダ
ジ
イ
２
本
、
ム
ク
ノ
キ

１
本
、
ツ
バ
キ
１
本
）。
ご
神
木
以
外
の
ケ
ヤ
キ
の
巨
木
は
５
本

あ
る
。 

巨
木

010
、
香
取
神
社
ご
神
木
の
ケ
ヤ
キ
（樹
高

31.30m

・幹

周400

㎝
・樹
齢100

年
以
上
） 

巨
木

011

、
香
取
神
社
の
ム
ク
ノ
キ
（
頂
上
裁
断
、
樹
高

12.65m

・幹
周366
㎝
・樹
齢90

年
以
上
） 

参
考
樹
木

008

、
香
取
神
社
の
ス
ダ
ジ
イ
（樹
高

12.65m

・幹

周283

㎝
・大
粒
の
椎
の
実
）） 

参
考
樹
木009

、
香
取
神
社
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
（樹
高12.60m

・幹

周158

㎝
） 

 

手
賀
沼
公
園 

ほ
と
ん
ど
の
樹
木
が
稙
樹
さ
れ
た
も
の
で
巨
木
（幹
周
３
メ

ー
ト
ル
以
上
）の
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。 

メ
タ
セ
コ
イ
ア
・
ラ
ク
ウ
シ
ョ
ウ
（
１６
本
）
・
ク
ス
ノ
キ
・
ケ
ヤ

キ
・ヤ
マ
モ
モ
・マ
テ
バ
シ
イ
・シ
ラ
カ
シ
・カ
エ
デ
・イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
・

ネ
ズ
ミ
モ
チ
な
ど
種
類
も
豊
富
で
植
物
観
察
が
楽
し
め
る
市

民
の
公
園
で
あ
る
。 

参
考
樹
木010

、
手
賀
沼
公
園
の
ク
ス
ノ
キ
（樹
高20.95m

・幹

周285

㎝
・公
園
内
で
最
大
の
樹
木
） 

 

船
戸
緑
地
下
ハ
ケ
の
道
：個
人
所
有
樹
木
（根
戸
新
田124 

神

戸
邸
） 

巨
木012

、
神
戸
家
の
ク
ス
ノ
キ
（樹
高18.00

ｍ
、
幹
周315

㎝
、

推
定
樹
齢300

年
、
樹
勢
旺
盛
・枝
張15m

） 

参
考
樹
木

011

、
神
戸
家
の
タ
ブ
ノ
キ
（樹
高

17.25

ｍ
、
幹
周

232

㎝
） 

 

水
神
宮 

（根
戸
新
田
） 

巨
木013

、
水
神
宮
の
ム
ク
ノ
キ
（樹
高26.40m

、
幹
周293

㎝
、

樹
木
名
版
あ
り
）巨
木
判
定 

 

我
孫
子
第
四
小
学
校 

巨
木014

、
第
四
小
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
（樹
高12.0

ｍ
、
幹
周360

㎝
、
推
定
樹
齢100

年
、
樹
勢
旺
盛
） 

 

白
山
馬
頭
観
音
堂 

（白
山2-5

め
ば
え
幼
稚
園
入
口
） 

巨
木015

、
道
標
の
エ
ノ
キ
（樹
高16.85m

、
幹
周270

㎝
） 

幹
周
判
断
で
は
巨
木
判
定
は
無
理
で
あ
る
が
、
我
孫
子
宿
街

道
入
口
の
「道
標
の
木
」と
し
て
巨
木
と
す
る
。 

 

興
陽
寺 

（我
孫
子
市
白
山
１
－
１
６
） 

曹
洞
宗
、
開
山
は
天
正

8

年
（1580

）、
開
基
は
山
高
八
右
衛

門
（直
参
旗
本1800

石
） 

参
考
樹
木012

、
興
陽
寺
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
（樹
高23.90m

・幹

周262

㎝
） 

参
考
樹
木013

、
興
陽
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
雄
（樹
高21.30m

・幹
周

281

㎝
） 

次
回
予
定 

１
月
１５
日
（木
）８
時
４５
分
我
孫
子
駅
改
札
口
前
集
合 

我
孫
子
駅
→
大
光
寺
周
辺
→
嘉
納
治
五
郎
旧
邸
→
三
樹
荘

→
楚
人
冠
公
園
→
旧
楚
人
冠
邸
庭
園
→
志
賀
直
哉
公
園
→

寿
２
丁
目
→
瀧
井
孝
作
仮
寓
跡
→
島
久
別
荘
跡
→
旧
村
川

別
荘
跡
→
延
寿
院
子
の
神
大
黒
天
→
市
役
所
周
辺
→
高
野

山
→
最
勝
院
→
終
了
昼
食
→
解
散 
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文
学
掲
示
板 

 
平
成
二
十
七
年
一
月
展
示
作
品
（文
学
の
広
場
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
ら
し
菜
の
種
実
を
こ
ぼ
し
風
わ
た
る 

 
 

川
原
ゆ
湖
畔
ゆ
あ
わ
い
の
街
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

我
孫
子 

本
田 

幸
子  

 

冬
晴
れ
の
沼
を
見
下
ろ
す
楚
人
冠
碑 

 
 

ア
カ
マ
ツ
林
を
風
が
鳴
ら
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
戸 

松
口 

光
利  

 

露
宿
る
広
葉
の
間
（あ
ひ
）
に
伸
び
た
ち
て 

 
 

今
か
開
か
む
紅
（
く
れ
な
い
）
の
蓮 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
我
孫
子 

松
下 

美
代  

選
ば
れ
し
三
代
夫
婦
の
渡
り
初
（
そ
）
め 

 
 

若
妻
な
り
し
彼
の
ひ
と
も
老
ゆ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

我
孫
子 
松
本 

ゆ
き  

地
に
墜
ち
し
尾
長
の
雛
を
い
た
は
る
に 

 
 

親
鳥
け
は
し
き
声
に
迫
り
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

我
孫
子 

松
本 
芳
雄  

 

朝
も
や
の
甍
に
白
く
鷺
の
影 

 
 

池
の
金
魚
を
窺
ひ
居
り
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

我
孫
子 

美
崎 

大
洋 

 

楚
人
冠
俳
句
「序
跋
詩
歌
集
」よ
り 

杉
村
楚
人
冠 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和
七
年
新
年 

富
士
の
嶺
の
雪
む
ら
さ
き
に
初
明
り 

 

春 
 

 

ぬ
か
る
み
の
水
澄
ん
で
ゐ
る
一
月
か
な 

 
 

峯
の
雪
愕
然
と
し
て
な
だ
れ
け
り 

 
 

残
雪
を
掬
ぶ
や
谷
の
日
は
深
き 

 
 

落
ち
や
ら
ぬ
楢
の
枯
葉
や
下
萌
ゆ
る 

 
 

遠
ざ
か
る
八
十
八
夜
の
霞
か
な 

 
 

大
河
の
出
洲
の
砂
原
か
げ
ろ
へ
り 

 
 

摘
み
は
摘
み
て
や
が
て
捨
て
た
る
土
筆
か
な 

 
 

春
の
道
遠
き
を
こ
そ
と
選
び
け
り 

 
 

大
河
ま
ろ
く
流
れ
て
春
の
水
緩
し 

笛
吹
か
ず
人
も
踊
ら
ず
朧
な
り 

 
 

小
草
履
を
ぬ
き
そ
ろ
へ
あ
り
磯
の
春 

 
 

傾
け
て
花
を
よ
け
行
く
日
傘
か
な 
 

 

衣
が
へ
母
が
噛
み
切
る
し
つ
け
糸 

第
１１７
回
史
跡
文
学
散
歩
の
お
知
ら
せ 

「田
端
文
士
村
と
六
義
園
の
桜
を
観
る
」 

 

芥
川
龍
之
介
や
滝
井
孝
作
な
ど
我
孫
子
ゆ
か
り
の
文
人
が

住
ん
だ
町
、
田
端
を
訪
ね
ま
す
。 

上
野
駅
や
東
京
美
術
学
校
が
開
設
さ
れ
る
と
田
端
は
多
く

の
文
化
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
香
取
秀
真
（ほ
つ
ま
）
や
板
谷
波

山
、
平
塚
雷
鳥
、
堀
辰
雄
、
室
生
犀
星
な
ど
な
ど
田
端
文
学

地
図
に
は
１
キ
ロ
四
方
の
高
台
に
数
十
名
の
作
家
、
詩
人
、
歌

人
が
住
ん
だ
と
あ
り
ま
す
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
支
え
る

文
化
圏
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
三
月
末
は
六
義
園
の
し
だ

れ
桜
が
満
開
で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

１
．
日
時 

三
月
二
十
九
日
（日
）９
時
、
千
代
田
線
「西
日
暮

里
」ま
で
切
符
購
入
の
上
、
我
孫
子
駅
改
札
口
内
に
集
合
。

（小
雨
決
行
） 

３
時
頃
現
地
解
散
。 

２
．
コ
ー
ス 

与
楽
寺─

文
人
旧
宅
（芥
川
龍
之
介
、
菊
池
寛
、

室
生
犀
星
な
ど
）─

田
端
文
士
村
記
念─

大
龍
寺
（正
岡

子
規
、
板
谷
波
山
墓
所
）─

ポ
プ
ラ
坂─

六
義
園 

講
師
・ガ
イ
ド 

 

越
岡
禮
子
氏
（当
会
副
会
長
） 

参
加
費 

 

会
員 

無
料
、 

非
会
員 

５
０
０
円 

申
し
込
み 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

（七
一
八
四
）二
〇
四
七 

 
 

 
 

 
 

越
岡
ま
で 

（締
め
切
り
） 

３
月
２２
日
（日
） 

 

今
後
の
行
事
予
定 

 

□ 

「
放
談
く
ら
ぶ
」 

日
時 

２
月
７
日
（土
）
１４
時
～
１６
時 

会
場 

ア
ビ
ス
タ
第
２
学
習
室 

講
師 

石
榑 

利
光
氏
（い
し
ぐ
れ
と
し
み
つ
；
前
在
ス
ロ
ベ
ニ
ア
特

命
全
権
大
使
） 

演
題 

『外
交
官
生
活
と
異
文
化
と
の
遭
遇
』 

講
師
の
経
歴
と
講
演
内
容 

昭
和
４６
年
大
学
在
学
中
に
外
務

省
に
入
省
、
在
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
大
使
館
勤
務
を
皮
切
り
に
、

国
連
開
発
計
画
東
京
事
務
所
長
を
務
め
、
報
道
課
、
国
際
緊

急
援
助
室
長
な
ど
を
歴
任
。
在
ジ
ッ
ダ
総
領
事
、
在
ス
ロ
ベ
ニ
ア

特
命
全
権
大
使
な
ど
在
外
勤
務
を
経
て
平
成
２５
年
に
退
官
。 

 
 

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
（ジ
ッ
ダ
）で
の
公

私
に
亘
る
生
活
と
異
文
化
と
の
遭
遇
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
ま

す
。 

◎
参
加
費 

会
員
無
料 

非
会
員
三
〇
〇
円 

申
込
み 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
（七
一
八
五
）〇
六
七
五 

 
 

 
 

 

佐
々
木
ま
で
（先
着
３５
名
） 

 

当
会
の
最
近
の
動
き
（
報
告
、
予
定
） 

散
歩
部
会 

 

 

１１
月
３０
日
（日
）第
１１６
回
史
跡
文
学
散
歩 

 
 

「林
芙
美
子
邸
と
上
高
田
の
寺
町
を
訪
ね
る
」 

手
賀
沼
部
会 

 

１２
月
７
日
（日
）手
賀
沼
清
掃 

８
名
参
加 

 

研
修
部
会 

 

１２
月
７
日
（日
）放
談
く
ら
ぶ
「ド
イ
ツ
科
学
史
巡
礼
の
旅 

─

明
治
時
代
の
日
本
人
留
学
生
の
足
跡
を
訪
ね
る─

」 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催
予
定 

□
手
賀
沼
の
自
然
と
親
し
む 

日
時 

２
月
１３
日
（金
） 

□
関
東
建
築
探
訪 

日
時 

１
月
１８
日
（日
） 

７
時
５０
分
我
孫
子
駅
集
合 

 

□
我
孫
子
市
の
巨
木
・名
木
を
訪
ね
る
会 

日
時
１
月
１５
日
（木
）８
時
４５
分
我
孫
子
駅
改
札
口
前
集
合 

 次
回
役
員
会
予
定 

日
時 

１
月
１１
日
（日
）
１５
時
～
１６
時
４５
分 

場
所 

け
や
き
１０
階
大
会
議
室 

 

（入
会
員
紹
介
）次
の
方
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。 

菊
池
玲
子
、
工
藤
邦
子
、
嶋
津
玲
仁
、
井
本
三
夫
、
高
森 

茂

高
森
恵
子
（以
上
６
名
、
敬
称
略
） 
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編
集
後
記 

今
年
の
干
支
は
乙
未
（
き
の
と
ひ
つ
じ
、
い
つ
び
）
。

「未
」は
動
物
に
あ
て
は
め
る
と
「羊
」に
な
る
。
羊
は
、
「祥
」に
通

じ
、
中
国
の
吉
祥
動
物
の
一
つ
で
、
群
れ
を
な
す
と
こ
ろ
か
ら
「家

族
の
安
泰
」を
表
す
と
さ
れ
、
い
つ
ま
で
も
「平
和
」に
暮
ら
す
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
▲
「未
」生
ま
れ
の
特
徴
と
し
て
は
「穏
や
か

で
人
情
に
厚
い
」と
さ
れ
る
。
「羊
頭
狗
肉
」「「羊
の
皮
を
被
っ
た

狼
」な
ど
に
そ
の
特
徴
が
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
あ
ま
り

羊
が
い
な
い
の
で
実
感
が
な
い
▲
改
め
て
周
り
の
「未
」生
ま
れ
の

人
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
「そ
う
言
え
ば
あ
の
人
は
？
」（美
崎
） 


